
 

   ウ 眼科定点 

   (ｱ)  急性出血性結膜炎 

平成３０年は報告がなかった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数は，最も多いのは平成２３年（１.００，報告数１０例），次い

で平成２６年（０.７０，同７例），他の年は０.５（同５例）以下であった。 

 

 

 

 

 



 

 

   (ｲ)  流行性角結膜炎 

平成３０年は年間報告数２３７例，年間定点当たり報告数２３.７０，年間定点当たり報告数の過去

５年平均値との比０.８９，前年比０.９３であった。 

過去１０年間の年間定点当たり報告数と比べると，平成２８年，２７年に次いで少なかった。 

月別定点当たり報告数では，９月（４.００），１０月（３.９０），７月（２.６０）が多かった。 

年齢階級別では，３０～３９歳（１６.９％）が最も多く，次いで４０～４９歳（１５.２％）順であった。 

 

 




